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「
今
年 

は
じ
め
て
の
こ
と
」 

横
浜
陶
芸
友
の
会 
会
長 

鍋
島 

弘
義 

  

今
年
の
専
修
部
「
焼
成
会
」
は
技
能
文
化
会
館
か

ら
専
修
部
部
長
の
井
上
さ
ん
の
窯
を
使
い
行
わ
れ
ま

し
た
。「
焼
成
会
」
の
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
何
度
も

焼
い
て
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

私
も
前
回
の
作
品
展
で
の
オ
パ
ー
ル
釉
に
魅
せ
ら

れ
て
初
め
て
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

釉
薬
も
自
由
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
焼
成
は
お

任
せ
、
期
待
し
な
が
ら
作
品
の
受
け
取
り
、
そ
し
て

み
ん
な
で
鑑
賞
（
感
想
）
会
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

 

井
上
さ
ん
、
そ
し
て
専
修
部
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

や
は
り
、
人
が
集
ま
り
陶
芸
の
話
で
盛
り
上
が
る

の
は
楽
し
い
で
す
ね
。 

 

ま
た
、
来
年
も
参
加
し
た
く
な
り
ま
し
た
。 

  

10
月
28
、
29
日
、
関
内
の
教
文
セ
ン
タ
ー
の
後

に
で
き
た
関
東
学
院
大
学
の
二
階
で「
ミ
ニ
作
品
展
」

が
行
わ
れ
、
10
名
の
参
加
が
あ
り
多
種
多
様
な
陶
芸

作
品
が
揃
い
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
来
場
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

改
め
て
こ
の
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

穴
窯
、
木
の
葉
天
目
、
錬
り
込
み
、
泥
彩
、
人
形
、

土
笛
、
金
継
ぎ
等
の
作
品
が
全
部
見
ら
れ
る
な
ん
て

め
っ
た
に
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

新
作
も
必
要
で
す
が
、
過
去
の
お
気
に
入
り
を
見

て
い
た
だ
く
の
も
一
興
か
な
？
と
、
思
い
ま
し
た
。 

  

同
封
さ
れ
た
案
内
ハ
ガ
キ
を
見
て
気
が
つ
か
れ
ま

し
た
か
？
（
作
品
写
真
の
右
下
で
す
） 

 

な
ん
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
QR
コ
ー
ド
を
高
橋
光

男
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
携
帯
を
ガ
ラ
系
か
ら
ス
マ
ホ
に
変
え
ま
し
た
か
？ 

 

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

も
う
パ
ソ
コ
ン
無
し
で
、
い
つ
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
見
ら
れ
ま
す
。
過
去
の
会
報
か
ら
退
会
さ
れ
た

方
や
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
作
品
が
ま
だ
見
ら
れ
ま
す
。 

一
度
、
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

世
の
中
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

「
役
員
会
」
報
告 

 

10
月
21
日
（
土
）
15
時
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
、

各
役
員
７
名
の
出
席
で
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

《 

議
題 

》 

【 

各
部
か
ら
の
報
告 

】 

 

①
総
務
部 

 

〇
関
東
学
院
大
学
で
の
「
展
示
会
」
に
つ
い
て 

〇
次
々
回
（
３
月
下
旬
か
４
月
上
旬
）
の
役
員
会
で 

「
総
会
」
に
向
け
て
各
部
の
活
動
予
定
を
出
す 

 

会
計
よ
り 

 

〇
次
回
（
２
月
）
の
役
員
会
で
「
作
品
展
会
計
監
査
」 

を
お
願
い
す
る 

〇
各
部
の
会
計
報
告
と
会
計
監
査
を
次
回
の
役
員
会

で
行
う 

〇
会
報
の
11
月
号
は
量
が
多
い
の
で
ス
マ
ー
ト
レ

タ
ー
で
送
付
す
る 

〇
次
々
回
（
３
月
下
旬
か
４
月
上
旬
）
の
役
員
会
で 

決
算
・
予
算
を
検
討
し
５
月
の
「
総
会
」
に
向
け

て
の
資
料
を
作
る 

 

広
報
よ
り 

 

〇
会
報
の
発
行
（
11
月
上
旬 

予
定
） 

 

※
「
作
品
展
案
内
」
と
ハ
ガ
キ
を
同
封
す
る 

〇
「
会
報
」
と
は
別
に
「
総
会
資
料
」
を
四
月
上
旬 

に
送
付
す
る 

 
 

 

事
業
部
よ
り 

 

〇
「
第
44
回
作
品
展
の
案
内
」
に
つ
い
て 

 

※
（
詳
細
は
事
業
部
よ
り
の
欄
を
参
照
） 

 
 

 

専
修
部
よ
り 

 

〇
「
焼
成
会
」
の
報
告 

※
（
詳
細
は
専
修
部
よ
り
の
欄
を
参
照
） 

 

 

【 

次
回
の
「
役
員
会
」
予
定 

】 

 

２
月
３
日
（
土
） 

15
時
か
ら 

（
場
所
）
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー 
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「
2023
年
度
秋
の
焼
成
会
」
終
わ
る 

 
 
 
 
 
 
 

専
修
部 

逢
阪
博
樹 

今
年
度
の
「
焼
成
会
」
は
、
井
上
部
長
の
ご
厚

意
に
よ
り
部
長
宅
の
「
ム
サ
シ
陶
芸
工
房
」
に
て 

９
月
３
日(
日)

 
 

受
付 

作
品
搬
入 

９
月
10
日(

日) 
釉
薬
掛
け 

10
月
８
日(

日) 
作
品
引
渡
し 

の
日
程
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

近
年
開
催
規
模
が
縮
小
気
味
で
し
た
が
今
年
度

は
参
加
人
数
も
作
品
個
数
も
増
加
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
本
焼
は
３
回
に
分
け
て
、
素
焼
き

を
入
れ
れ
ば
延
べ
４
回
も
部
長
に
は
窯
を
焚
い
て

い
た
だ
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

       

今
回
も
テ
ー
マ
を
決
め
な
い
で
行
い
ま
し
た
が
、 

来
春
の
「
第
44
回
作
品
展
」
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
の 

課
題
が
「
ど
ん
ぶ
り
」
で
あ
り
、
持
ち
込
ま
れ
た

作
品
も
ど
ん
ぶ
り
や
鉢
物
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

初
日
の
作
品
持
込
日
は
、
素
焼
き
を
終
え
た
方

も
あ
り
早
速
「
釉
薬
掛
け
」
を
行
う
方
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
人
気
の
釉
薬
は
、
昨
年
充
実
し
た
も
の

(

５
月
発
行
の
第
185
号
ご
参
照)

オ
リ
ジ
ナ
ル 

ラ
ス
タ
ー
釉
、
青
織
部
に
斑
唐
津
の
合
せ
掛
け
な

ど
普
段
使
え
な
い
25
種
類
に
も
及
ぶ
釉
薬
を
利

用
す
る
こ
と
が
出
来
、
焼
き
上
が
り
に
大
き
な
期

待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。 

作
品
は
手
の
込
ん
だ
も
の
も
見
ら
れ
今
回
の
報

告
で
は
詳
し
く
お
伝
え
し
き
れ
な
い
の
で
、
来
春

の
「
作
品
展
」
で
の
展
示
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
い
。 

井
上
部
長
に
は
会
場
を
提
供
頂
い
た
ば
か
り
か
、

素
焼
き
・
本
焼
き
合
せ
て
４
回
も
窯
焚
き
を
や
っ

て
頂
き
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
に
繋
が
る
今
回
の
「
焼
成
会
」
で
し
た
。 

 

参
加
人
数 

10
名 

作
品
数 

 

53
個 

作
品
重
量 

18.41
㎏ 

 

            

○
第
44
回
「
作
品
展
」
の
お
知
ら
せ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
部
よ
り 

【
会
期
】
令
和
６
年
１
月
９
日 (

火
）～
14
日 (

日
） 

【
会
場
】 

か
な
っ
く
ホ
ー
ル 

Ａ
室 

（
Ｊ
Ｒ
東
神
奈
川
駅 

下
車
３
分
） 

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】「
ど
ん
ぶ
り
」 

【
申
し
込
み
締
切
り
】
令
和
６
年
１
月
３
日
（
水
） 

【
申
し
込
み
先
】 

※
同
封
の
要
項
参
照 

※
「
出
展
作
品
一
覧
」
も
同
封
し
て
く
だ
さ
い 

※
申
し
込
み
方
法
と
「
作
品
展
」
の
詳
細
に
つ
い
て 

は
、
会
報
の
11
月
号
と
一
緒
に
会
員
の
皆
様
に 

送
付
い
た
し
ま
し
た
。 

【
受
付
時
間
】 

 

令
和
６
年
１
月
９
日
（
火
）
11
時
～ 

 
 

 

※
開
場
は 

13
時 

か
ら 

【
出
展
料
】（
一
単
位
）
２
千
円 

幅
45
㎝ 

 
 
 

※
昨
年
度
よ
り
広
く
な
り
ま
し
た
。 

【
搬
出
】 

１
月
14
日
（
日
）
16
時
よ
り 

【
会
場
当
番
】 

◎
例
年
通
り 

ご
協
力 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

☆
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め 

昨
年
度
と
同
様
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

 【
懇
親
会
】 

※
今
年
度
は
久
方
ぶ
り
に 

行
う 

予
定
で
す
。 

 

１
月
11
日
（
木
） 

詳
細
は
当
日 

陶
芸
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う 

 

窯詰めと釉掛けした作品 

完成した作品 
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関
東
学
院
大
学
「
関
キ
ャ
ン fes

.

」 

 
「
作
品
展
示
」
無
事
終
了 

10
／
28
～
29 

             

こ
の
「
展
示
会
」
に
は
10
名
の
会
員
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。 

 

大
学
か
ら
は
展
示
は
一
任
さ
れ
て
い
た
の
で 

「
陶
芸
の
多
種
多
様
さ
を
見
て
も
ら
お
う
。
」
と
、

出
す
作
品
を
依
頼
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

お
陰
様
で
、
作
品
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
見
ご
た

え
の
あ
る
展
示
に
な
り
ま
し
た
。 

 

残
念
だ
っ
た
の
は
、
PR
不
足
も
あ
り
、
ホ
ー
ル
に

来
る
お
客
様
が
ほ
と
ん
ど
で
、
展
示
場
所
も
少
し
奥

に
あ
っ
た
た
め
来
場
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。 

 

そ
れ
で
も
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て
く
れ
る
方
も
あ

り
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
は
良
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

学
長
も
見
え
ら
れ
、
来
場
者
の
少
な
か
っ
た
事
を

残
念
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

初
日
終
了
後
、
「
津
和
野
」
の
二
階
で
７
名
の
方

が
参
加
し
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

展
示
し
た
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

                            

                              

展示会の様子 

焼き締めパネル 

大日方さんの焼き締め 

井上明さんの焼き締め 

鈴木和子さんの焼き締め 

吉川勝さんの焼き締め 
本橋昭彦さんの木の葉天目 

高橋光男さんの金継ぎ 
松崎紀一さんの人形 

鈴木貴久さんの泥彩 鍋島弘義さんの土笛 

吉村希世子さんの錬り込み 

本橋昭彦さんの壺 
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「
43
回
の
作
品
」 

井
上 

明 

            

             

                 

                                

№ 作品名 焼成方法 

１ 飯茶碗：チタン白結晶 酸化焼成 

２ 中皿：チタン白結晶 酸化焼成後徐冷① 

３ 飯茶碗：チタン白結晶 酸化焼成後徐冷① 

４ 小鉢：チタン白結晶 酸化焼成後徐冷② 

５ 中鉢：チタン白結晶 酸化焼成後徐冷③ 

６ 飯茶碗：P釉（自作） 酸化焼成後徐冷① 

７ 中鉢：P釉（自作） 酸化焼成後徐冷③ 

８ 茶碗：P釉（自作） 酸化焼成後徐冷①→再焼成 

９ 飯茶碗：白３釉（自作） 酸化焼成 

10 中鉢：白３釉（自作） 酸化焼成後徐冷① 

11 中鉢：白３釉（自作） 酸化焼成後徐冷② 

12 中皿：OP釉（自作） 酸化焼成 

13 中鉢：OP釉（自作） 酸化焼成 

14 マグカップ：OP釉（自作） 特設コーナー・酸化焼成 

徐冷①：1150℃3時間 徐冷②：1050℃3時間 徐冷③：1000℃17時間 

 
焼き物の焼成方法には、酸化焼成、還元焼成、
冷却還元焼成等々色々あります。 
「冷却も焼成のうち」という言葉があるように焼成後
の冷却方法も重要な工程だと言われています。 
 
この冷却方法に着目していろいろテストしてみました。 

徐冷①：ねらし後 1150℃を 3時間キープ 
     ex: 油滴天目や結晶釉 
徐冷②：ねらし後 1050℃を 3時間キープ 
     ex: 油滴天目や結晶釉 
徐冷③：ねらし後 1000℃を 17時間キープ 
     ex: 志野の焼成に近い 
 

⚫ チタン白結晶釉 
⚫ 白３釉（自作釉） 
⚫ P釉（自作釉） 
上記３釉で冷却①、②、③で焼成した結果です。 
※それぞれの釉でハッキリ違いが出ました! ! 

№ １，２，３，４，５ ： チタン白結晶釉 

⑥ P釉（自作）：酸化焼成後徐冷①  ⑧ P釉（自作）：酸化焼成後徐冷①→再焼成  ⑦酸化焼成後徐冷③ 
  同じ釉薬でも徐冷によりこれほど違いが出てくる。 

№ １２，１３  OP釉（自作） 

№ ６，７，８ ： P釉（自作） 

№ ９，１０，１１ ： 白３釉（自作） 
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「
第
43
回
の
作
品
」 

 

逢
阪
博
樹 

                             

・ 

        

・
門
松
は
三
本
の
竹
を
底
ま
で
通
し
、
中
段
に
松
葉

を
固
定
す
る
た
め
の
穴
を
あ
け
た
板
を
入
れ
て
あ
る
。 

松
葉
が
折
れ
や
す
く
数
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

・
ガ
ラ
ス
絵
の
赤
色
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
用
の
も
の

な
の
で
色
が
よ
く
出
ま
し
た
。 

作
る
時
は
夏
場
だ
と
３
時
間
く
ら
い
乾
か
し
１
時

間
位
で
一
気
に
彫
ら
な
い
と
縁
が
欠
け
て
く
る
。 

一
度
全
面
に
透
明
釉
を
か
け
ガ
ラ
ス
を
入
れ
る
部
分

だ
け
釉
薬
を
剥
す
。
そ
の
際
、
油
絵
用
の
硬
い
筆
を

使
っ
て
い
ま
す
。 

          

「
43
回
の
作
品
」 

 

鍋
島
弘
義 

                             

正月飾り： 白土 色々 
偏壺： 信楽 穴窯焼成 自然釉 
陶板・ガラス絵（蘭）： 白土 色ガラス 
マグカップ（2個）： 赤土 透明釉 

この偏壺は最後の穴窯で

焼いた作品です。 

松がなくて他の薪を使った

ので灰が掛かったところ

が白っぽくなった。 

置き場所は一番前の棚か

もしれない。 

招き猫の白はマット系の釉薬をかけて

あります。耳などの赤は素焼きの部分

に絵の具を塗ってあり釉薬はかかって

いません。 

手足は作って貼り合わせてあります。 

耳付き花器： 益子赤土 松灰 電気窯   魚の土笛 

ねじり花器： 益子赤土 松灰 電気窯   箸置き（5点） 

花器（3点）： 伊羅保釉 飴釉 黄瀬戸釉 

土笛付マグカップ（3点）： 伊賀土 

前
回
の
作
品
展
で「
器

に
笛
が
あ
っ
て
も
面
白
い

い
か
も
。
」
と
、
言
わ
れ
て

作
っ
て
み
ま
し
た
。 

こ
の
耳
付
き
花
器

は
穴
窯
風
に
焼
い
て

み
た
か
っ
た
の
で
素

焼
き
を
し
な
い
で
松

灰
を
吹
き
つ
け
て
焼

い
て
み
ま
し
た
。 



第 187 号          横浜陶芸友の会だより         令和 5 年 11 月 6 日 

- 6 - 

「
第
43
回
の
作
品
」 

大
日
方 

毅 

                  

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

【
編
集
後
記
】 

 

・
今
回
は
「
関
キ
ャ
ンfe

s.

」
の
記
事
が
あ
り
、 

一
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
「
第
43
回
作
品

展
」
の
紹
介
で
３
名
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

次
回
の
会
報
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

・
今
、
こ
の
会
の
連
絡
網
を
ラ
イ
ン
で
作
ろ
う
と
、

高
橋
光
男
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

す
で
に
役
員
用
の
９
名
が
連
絡
し
あ
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
会
員
用
の
グ

ル
ー
プ
も
作
成
中
で
す
。 

 

こ
れ
が
で
き
る
と
、
年
に
３
回
の
会
報
で
は
伝
わ

ら
な
い
情
報
が
瞬
時
に
や
り
取
り
で
き
ま
す
。 

 

是
非
、
一
月
の
「
作
品
展
」
に
顔
を
出
し
た
時
に

高
橋
さ
ん
に
声
を
か
け
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

QR
コ
ー
ド
も
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍋
島
弘
義 

 

 

横浜陶芸友の会だより 

第 187号 
（令和 5 年 11月 6 日発行) 

(発行人) 横浜陶芸友の会  

会長 鍋島 弘義 

 

作品名「絵付け」 
中皿： 磁器土 上絵付 
中皿： 磁器土 下絵付 
小皿（3点）： 半磁器土 下絵付 
小皿： 磁器土 下絵付 
初めての絵付に挑戦してみました 

こ
れ
は
、
「
上
絵
付
」

の
作
品
で
、
九
谷
の

絵
の
具
を
使
っ
て

描
き

℃で

焼
き

ま
し
た
。 

・焼き締めの作品が多かった大日方さんなので、初の 
「絵付け」について伺いました。 
 
〇下絵を描く前に画用紙や素焼きした物で練習しました。 
 筆の勢いと呉須の濃淡が一番重要で、後は図のバランス 
です。 


